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要旨
　留学生支援ボランティア・WAWAは994年に設立され、2002年には留学生センターの
公認団体となり、2009年には念願の独立した活動拠点を手に入れた。WAWA設立20年の
節目に当たって、これまでのWAWAの活動の歴史を振り返ってみたい。（１）新入留学生
の受入れ支援、（２）チュートリアル・サービス、（３）留学生家族のための日本語教室、
（４）異文化交流イベントがWAWAの活動の４本柱であるが、学内外の環境変化の影響を
受けて（１）は中止に、（２）は大幅縮小という状況に陥っている。また、ボランティア学
生の気質の変化の影響により（３）も縮小せざるを得ず、（４）に関しては企画・運営力の
低下が懸念される。こうした現状を踏まえ、設立2年目を迎えようとするWAWAのあり
方について提言したい。
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1.はじめに
　992年４月、本学に留学生センターが設置され、日本語教員４人と相談指導担当教員１人が配
置された。初代の相談指導担当教員として着任した庄司恵雄氏は留学生支援の充実を目的として
994年に留学生センター留学生相談室に所属する留学生支援ボランティアグループを組織し（１）、
顧問教員としてグループの育成に当たった。999年９月に庄司氏が他大学へ転出したことに伴い、
同年月に筆者の一人である岡が第２代相談担当教員として着任した。その当時、ボランティア
グループは単に「留学生ボランティア」と名乗っていたが、学内に留学生の支援交流活動を行う
団体が複数存在し（２）、それらの団体と紛らわしかった。このため学生スタッフを中心に話し合っ
た結果、200年４月にボランティアグループの名称を「WAWA」とすることに決定した。
「WAWA」は「わわ」と発音し、「和」（平和、友好）と「輪」（仲間、人の輪）を表している。
WAWAの正式名称は「留学生支援ボランティア・WAWA」である。本稿では、便宜上、名称の
なかった時期も含めてWAWAと呼ぶことにする。WAWAは留学生相談指導担当者が個人的に
指導する非公式の団体であったが、2002年４月の留学生センター定例教員会議において、留学生
センターに所属する支援団体であることが承認され、WAWAの会則が定められた。
　学内の留学生支援団体であるWAWAの大きな特徴は、校友会に所属するサークルとは異なり、
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学外にも開かれた団体という点にある。2002年度にWAWAスタッフ登録カードを発行するよう
になって以降、203年４月末までに延べ288人が登録したが、本学の学生が82.6％、市民・他大学
学生が7.4％を占める。
　本稿では20年に及ぶWAWAの活動の歴史を振り返り、その概要を記録することによって、今
後のWAWAのあり方を検討する手がかりとしたい。また、本稿によりWAWAの留学生支援・
交流活動を再評価していただければ筆者にとって望外の喜びである。
2.WAWAに関する先行研究・関連資料及び本稿の意義・目的
2.1　WAWAの活動に関する先行研究
　WAWAの活動に関する先行研究には次の９点が存在する。
　庄司（994）はボランティア制度創設の目的、創設直後の活動内容、ボランティア養成教育に
ついて、庄司（997a）は日本語教室運営のためのボランティア養成について、庄司（997b）は
日本語研修生のためのボランティアチューター制度の立ち上げの試みについて論じている。庄司
（999a）はボランティア教育として実施した異文化トレーニング合宿に関する紹介である。
　岡（2006a）は留学生支援ボランティアの役割と現状について論じている。岡・坂野（2006、
2008）は日本語研修生へのチュータリングの現状と問題点に関して、日本語研修生とチューター
へのアンケート調査結果をもとに分析している。岡（2009）は全国の国立大学における留学生支
援ボランティア活動を紹介し、WAWAの活動との比較を行った上で、本学におけるボランティ
ア活用のあり方を論じている。Oka（20）は留学生支援ボランティア実習科目を開設するに至っ
た経緯を明らかにし、履修者であるWAWAスタッフの活動実態を分析している。
2.2　報告書の類でWAWAの活動に関する内容を含むもの
　WAWAの活動を含む報告書の類は多数存在し、庄司（998, 999b）、岡（2002, 2003, 2004a, 
2004b, 2005, 2006b）、岡・中島（2007）、岡・中島・廣田（2008, 2009）、岡・石田・廣田（200, 
20, 202）、岡・石田・中島・廣田（203）がある。いずれも留学生相談室の活動報告の一部と
してWAWAの活動を取り上げている。
2.3　WAWAの活動マニュアル
　WAWAの活動マニュアルには次の４点が存在する。
　庄司（999c）は、前半部分ではボランティアを始める人のためにQ＆A方式で留学生に関す
る基礎知識と活動のノウハウを示し、後半部分ではスタッフや留学生の声を特集している。岡
（2004c）は、基本的な構成では庄司（999c）を踏襲したが、前半部分のQ＆Aの項目数をほぼ倍
増し、内容の充実を図っている。岡・廣田・中島（2008）は二部構成とし、第一部では岡（2004c）
のQ＆A項目をほぼそのまま掲載しているが、第二部ではすでにWAWAのスタッフとして活動
している人を対象として具体的な活動の手順を示している。第二部を加筆した理由は、2007年度
に開設された一般教育科目「留学生支援ボランティア実習」のテキストとして利用することを考
えたからである。
　岡・廣田・石田（203）は、2009年以降の学内外の急激な環境変化に対応するため、岡・廣田・
中島（2008）の記載内容を改訂したものである。留学生宿舎に関して言えば、従来の桑の木宿舎
のほかに、200年４月に福居宿舎の入居が開始され、20年４月には国際交流会館の入居が開始
された。留学生との新たな交流拠点として、2009年５月にイングリッシュカフェがオープンし、続
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いて同年７月には日本語カフェがオープンした。また、2009年３月末にはWAWAの活動拠点と
しての留学生支援室が誕生した。さらに、202年７月には入管法が改正され、新しい在留管理制
度がスタートした。これに伴い、外国人登録制度が廃止され、再入国許可制度や資格外活動許可
申請手続きなどが変更された。岡・廣田・石田（203）は、これらの変更点を踏まえた内容となっ
ている。
2.4　本稿の意義・目的
　長年に渡ってWAWAの活動に関わってきた筆者の二人には、WAWAのあり方そのものに関
して再考を要する時期が到来していると感じられる。
　第１の理由は、WAWAを取り巻く学内外の環境の変化にある。すなわち、994年から203年
にかけての20年の間に、文部科学省の留学生受入れ政策から学内の留学生受入れ環境に至る様々
な変化が見られ、WAWAの活動内容はそうした客観的状況が変化していく中で大きな影響を受
け、WAWAの存在意義そのものすら揺れ動いているからである。2007年度における文部科学省
の大使館推薦国費留学生の配置方針転換は、本学の国費留学生の大幅な減少を招き、日本語研修
生等に対する来日時の受入れ支援活動やチューター活動を後退させた。また、2009年度に設置さ
れたイングリッシュカフェが留学生との交流の場を提供するようになった。同年度には日本語カ
フェも活動を開始し、その後、中国語・韓国語・ドイツ語・フランス語等のカフェの活動も始まっ
た。もちろん、学内に留学生支援・交流拠点が複数存在することは、日本人学生・留学生の双方
にとって歓迎すべきことであり、WAWAの学生スタッフの一部はイングリッシュカフェの常連
でもある。しかし、こうした状況において、WAWA独自の留学生支援・交流活動を展開してい
くことが難しくなっているのも事実である。
　第２の理由は、WAWA学生スタッフの気質の変化である。WAWA学生スタッフをゆとり教育
世代が占めるようになった今日（３）、WAWAの活動体質は明らかに十年前とは異なり、十年前の
スタッフに出来ていたことが出来なくなっており、ボランティア活動の縮小傾向に拍車をかけて
いる事実は否めない。
　第３の理由は、WAWAに深く関わってきた筆者二人の去就にある。すなわち、筆者の一人で
ある安藤は、WAWA設立直後の995年から活動を継続している唯一のメンバーであり、これま
で9年間に渡ってWAWAの活動を牽引してきたが、203年８月から１年間WAWAの活動から
完全に離れる（４）。また、筆者の一人である岡は4年あまりに渡ってWAWAの顧問を務めてきた
が、203年度末を以て定年を迎える。しかし、国際センター業務の多様化により、国際交流や交
換留学プログラム関連の慢性的な人手不足があり、留学生相談指導を本務とする教員の補充は難
しい状況にある（５）。
　以上の３つの理由により、筆者二人が抜けた後のWAWAのあり方を早急に検討する必要に迫
られている。
3.WAWAの活動の歴史　
3.1　WAWAの位置づけと活動拠点
　994年度から200年度までは、WAWAは留学生相談指導担当教員が個人的に指導する任意の
ボランティア団体であるとの位置づけであったが、2002年４月４日の留学生センター定例教員会
議において留学生センター留学生相談室に所属し、留学生センターの留学生支援業務を側面から
サポートする留学生支援団体であることが公認され、会則が制定された。これに伴い、留学生相
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談室ではWAWA登録制度を改善し、登録カードを発行することになった。
　2007年度に留学生センターが国際センターに改組されたことに伴い、2007年５月24日の国際セ
ンター留学生部門会議にて会則の一部が修正され、さらに、202年９月3日の国際センター職員
会議にて再度会則の見直しが行われ、今日に至っている。会則に関しては本稿末尾の資料を参照
願いたい。活動拠点の変遷は次のとおりである。
（１） 994年度～2000年度：一般教育棟BC棟１階の相談指導担当教員の研究室（現：変電室の
一部）の廊下側半分（約0平米）
（２） 200年度～2002年７月：BC棟１階の留学生センター資料室（現：変電室の一部）の廊下側
半分（約0平米）
（３） 2002年８月～2007年度：一般教育棟C棟１階の留学生センター／国際センター資料室（現：
学生相談室スペースの一部）の奥側半分（約0平米）
（４）2008年度：改修工事のため、D棟１階に仮移転した留学生相談受付室内に移動
（５） 2009年度以降：一般教育棟C棟１階の留学生支援室（約40平米）を確保。ただし、202年
　　　2月からキャンパス・アジアとの共同利用となった。
　（１）の時期、この部分は留学生相談用のスペースをも兼ねており、相談に訪れた留学生のプラ
イバシーが守られにくい状況にあった。このため、（２）のスペースを確保したが、一般教育棟B
棟の改修工事に伴い、留学生センター資料室と共に（３）に移動した。（１）～（３）の時期の活
動拠点は実質0平米にも満たず、日本語教室用の教材やイベント用の物品を収納するキャビネッ
トと小テーブルを置くと、５、６人のスタッフしか入れないほど手狭であったため、全体ミーティ
ング等は一般教育棟C棟１階のセミナー室１（現：C2教室）で行っていた。一般教育棟の耐震
構造への改修工事が完成した2009年３月末に、長年の夢であった、独立したWAWAの活動拠点
を確保することができた。
3.2　WAWAの活動体制と登録者数
　庄司氏が作成した「995年度留学生相談室ボランティア名簿（2月3日）」によると、56人が登
録されており、議長、日本語部門リーダー、生活支援部門リーダー、大学祭委員といった役職が
記載されている。WAWAの責任者（全体のリーダー）の呼称は年度によって、議長、チェアマ
ン、チェアパーソン、リーダーと変化してきており、現在は「リーダー」が定着している。WAWA
の組織は、年度によって多少の違いはあるが、概ね図１のとおりである。
　登録者数は、年度末ベースで、994年度～202年度の平均が6.9人である。これに対して年度
初めの平均登録者数はデータの残っている6年間で見ると43.3人である。卒業生が抜けた４月に
40人規模となり、年度内に新たに20人ほどが登録するという状況が毎年繰り返されている。登録
者数は、この20年間、年度によって多少の凹凸はあるものの、大きな変化は見られず、スタッフ
の確保が毎年繰り返される悩みであることが分かる。
　登録者の性別は、995年度～202年度の平均で見ると、男性20.5％、女性79.5％であり、圧倒的
に女性が多い。また、身分別に見ると、994年度～202年度の平均で本学の学生が85.9％（学部
生80.3％＋大学院生5.5％）、学外者が4.％（市民2.2％＋他校生.9％）を占めており、学部生が
登録者の大半を占めるが、市民や他大学の学生もスタッフ登録しているのがWAWAの大きな特
徴である。　
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リーダー
サブリーダー
留学生相談室（顧問）
全体ミーティング 会計・ML担当
日本語教室
（ＪＪＩ）
日本語サロン
（お話し会）
チュートリアル
サービス
クロスカルチャー
イベント
岡山県日本語
ボランティアNW
留学生支援NW
ピーチ
岡山大学
留学生協会
図１　WAWA組織図（2009年８月１日現在）
注１）出所：岡（2009）p.6の図１
注２）岡山県日本語ボランティアNWは、202年度に自然消滅した。
図２　WAWA登録者数の推移
注）WAWA関連資料より作成。数値は年度末の登録者数。
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3.3　WAWAに対する客観的評価
　全国の国立大学における留学生支援ボランティア活動を比較した場合に、WAWAは相対的に
どのような位置にあるか、2009年７月３日に熊本市内で開催された全国国立大学法人留学生セン
ター長及び留学生課長等合同会議資料を用いて検証したい（６）。
　留学生支援を目的とした学生ボランティアを組織化しているか、という問いに対して国立大学
52校が回答した。回答内容を分析すると、「組織化している」が20校、「組織化していない」が32
校であった。ただし、後者には「謝金チューターを活用している」４校を含む。「組織化してい
る」と回答した20校について、４種類の活動内容及び会則の有無の５項目をみると、ボランティ
アチューターを配置している大学は、岡山大学、広島大学、大分大学の３校のみであり、ボラン
ティア組織の会則を制定している大学は、岡山大学、愛媛大学、九州大学の３校に過ぎない。さ
らに、これらの５項目全てを満たしているのは岡山大学のみである。従って、WAWAは国立大
学のボランティア団体としては、その組織化の程度と活動内容の多様さに関して、トップレベル
にあると言える。
　2006年６月末に開催された上述の会議の席上、文部科学省の担当者からWAWAの活動に関し
て簡単な紹介があったという事実からも（７）、WAWAの活動は全国レベルで注目に値するもので
あることが分かる。
4.WAWAの活動項目とその内容の歴史的変遷
4.1　活動項目の概要
　Oka（20）によると、WAWAの活動項目には次の９種類がある。（１）は（２）～（９）の
活動を企画実施するためのミーティングである。活動の４本柱は、（３）（４）（５）（７）である。
活動内容 会則チューター 交流行事 生活支援 学習支援
岩手大学 ○ ○
山形大学 ○ ○
千葉大学 ○ ○
お茶の水女子大学 ○
新潟大学 ○ ○
富山大学 ○ ○ ○
金沢大学 ○ ○ ○
名古屋大学 ○ ○
京都大学 ○ ○ ○
大阪大学 ○ ○
岡山大学 ○ ○ ○ ○ ○
広島大学 ○ ○ ○ ○
山口大学 ○
徳島大学 ○ ○
愛媛大学 ○ ○
九州大学 ○ ○ ○
熊本大学 ○ ○
大分大学 ○ ○
鹿児島大学 ○
琉球大学＊
表１　国立大学における学生ボランティアの組織化とその活動状況（2009年現在）
注） 岡（2009）p.2の表２から作成。ただし、このほかに「謝金チューターを活用している」４校、「組
織化していない」28校、「無回答」１校あり。＊印は活動内容不明。「組織化していない」と回答
した北海道大学、神戸大学は既成の学生サークルを活用している。
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　（１）全体ミーティング、（２）ボランティア養成講座、（３）来日時の受入れ支援、（４）チュー
トリアル・サービス、（５）日本語教室、（６）日本語サロン、（７）異文化交流イベント、（８）
留学生支援ネットワーク・ピーチの活動支援、（９）その他の支援・交流活動である。以下でこれ
ら９種類の活動項目を取り上げる。
4.2　全体ミーティング
　2000年度末までは月例ミーティングと呼び、月１回水曜日の昼休みに開催していたが、200年
度以降は授業期間中には毎週開催している。WAWA創設以来の全体ミーティングの内容を記録
したノートが留学生支援室に保存されている。なお、WAWAリーダーの要請により、顧問教員
は2008年2月以降、できるだけ毎週全体ミーティングに出席するように努めている。
4.3　ボランティア養成講座
　庄司（994, 996）によると、設立直後の994年度には６月から0月にかけて「日本語教育ボラ
ンティア養成コース」としてスタートし、995年度、996年度も同様に日本語教育に特化した形
で非常に密度の濃い養成講座が開講されている。１回90分で、994年度は累計43.5時間、995年
度は3.5時間、996年度は22.5時間の講座であった。997年度及び998年度は５月の連休明けから
７月中旬にかけて週４回昼休みに実施したが、資料が散逸し、具体的な実施内容は不明である。
　999年度以降、留学生支援ボランティアとしての基礎知識を学ぶことを目的として、毎年５月
から７月初旬にかけての昼休みの時間帯に、１回30分程度、学内教員の協力を得て養成講座を開
いている。テーマは、本学に在籍する留学生の実態、異文化理解、日本語の教え方など様々であ
る。開催場所は、以前は基本的に一般教育棟C棟１階のセミナー室１、現在は留学生支援室であ
る。設立以来、実施しなかったのは200年度のみである。
　200年度を除く999年度から20年度の実施回数は８回～24回であり、平均3.5回、平均出講
者数6.8人である。しかし、202年度と203年度は企画に手間取り、共に５回、出講者数も共に４
人にとどまっている。
図３　ボランティア養成講座実施回数（1999年～2013年）
注）WAWA関連資料より作成。
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4.4　新入留学生の受入れ支援
　主な支援対象は、到着日時が判明している大使館推薦国費留学生で留学生センターに所属する
日本語研修生であった。200年度後期を例にとると、7人の日本語研修生に加えて、日韓共同理
工系学部留学生事業による学部予備教育学生、日研生、その他の国費研究留学生など、合計33人
の受入れを６日間で2回に渡って支援した。WAWAスタッフは、顧問教員とともに桑の木留学
生宿舎で待機し、事務職員による入寮手続き完了後、居室への案内、手荷物の搬入、寝具の購入
と搬入、日用品の買い出し、指導教員の研究室への付き添いなどを行った。
　2世紀初頭まで中国・四国地方では広島大学と岡山大学の２校にのみ留学生センターが設置さ
れており、本学の留学生センターは日本語予備教育のハブ機能を果たしていたが、法人化直前に
島根大学を除く中国・四国地方の総合国立大学に留学生センターが相次いで設置され、そのハブ
機能を失った（８）。さらに、2007年度に文部科学省が大使館推薦国費留学生の配置方針を転換した
ことで、日本語研修生の受入れ数はさらに激減したばかりか、到着時刻の把握が不能となり（９）、
宿舎で待機しての受入れ支援は中止せざるを得なくなった。
　また、日本語教員との連携で実施していたキャンパスツアーについても、202年度に正式発足
した国際センター留学生サポートオフィスが業務の一環として実施するようになり、WAWAに
よるキャンパスツアーは消滅した。
4.5　日本語研修生を主な対象とするチュートリアル・サービス
　チュートリアル・サービスは、日本語授業の予習・復習の手伝い、会話の練習、日本文化等の
紹介、買い物や学内外の諸手続の手伝いなど、原則としてチューティー（留学生）が希望するサー
ビスを週１回実施することになっている。チューターの支援対象の中心は日本語研修生である
が（0）、前項で述べたとおり、支援対象留学生の激減に伴い、チューター活動も停滞気味である。
996年度から開始したチューター活動は2000年代初頭までは、概ね年間30人を超える日本語研修
生等への支援を実施してきたが、20年度にはチューティーが７人にまで減少した。これに伴い
チューターとして活動するWAWAスタッフの数も、年間延べ40人ほどであったものが、0人程
図４　来日時の支援対象留学生数の推移
注）WAWA関連資料より作成。20年度以降は支援実績なし。
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度に激減している。
4.6　留学生家族のための日本語教室
　岡山大学で開講される正規の日本語の授業を受けられない留学生の家族を対象とする日本語教
室（１回60分）であるが、研究員や留学生も受講する。受講者内訳資料が残っている6年間（994
～99、2003～2年度）でみると、受講者の身分は「留学生家族」67.8％、「研究員」8.7％、「留学
生」.8％、「その他（学外者）」.7％となる。WAWA日本語教室の特徴として、留学生の家族
（配偶者）が乳幼児を連れて参加できることが挙げられる。また、「日本語教室は単に日本語を勉
図５　チュートリアル・サービス　年度別支援留学生数
注）WAWA関連資料より作成。
図６　日本語教室受講者延べ数の推移
注１）WAWA関連資料より作成。
注２）994～2000年度及び2004年度は一部資料欠落のため、暫定数値である。
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強する場を提供するのみならず、日本語が分からずアパートに閉じこもりがちな留学生の奥さん
たちの精神的なオアシスとしての役割をも果たしており（岡、2004：２）」、WAWAの最も重要
な活動であると言えよう。
　長らく水曜日の午後と土曜日の午前に、初級クラスと中級クラスを開講していたが、人手不足
のため、2008年度以降は水曜日のみの開講となった。他方、近年ではレベルの異なる受講者のニー
ズに対応するため、従来の初級、中級というクラス分けに拘らず、入門、入門１、入門２、初級
１、初級２、中級、上級といったクラスを３～５クラス開講する学期もある。この活動には、一
般教育棟改修工事以前はセミナー室１を、改修後はC教室、C2教室、留学生支援室などを使用
している。
4.7　日本語サロン（通称「お話会」）
　授業で勉強した日本語の表現を実際に使用する場を提供して欲しい、との日本語研修生の要望
に応え、200年度に日本語で自由に交流できる活動を新設した。日本語サロン（通称「お話し会）」
と名付け、授業期間中、毎週木曜日の夕方桑の木留学生宿舎の談話室において、日本の伝統文化
の紹介なども取り入れて実施した。元々0～20人規模の小さな活動であったが、2009年度に入っ
てイングリッシュカフェや日本語カフェなどが相次いでオープンしたため、留学生の参加者が減
少した。また、従来留学生宿舎は桑の木宿舎のみであったが、200年４月に福居宿舎、20年４
月に国際交流会館が入居開始となり、留学生の居所が分散したことも参加者の減少に影響を及ぼ
した（）。このため、日本語サロンは20年度前期末を以て活動中止を余儀なくされた。202年度
後期にこの活動を復活させようと試みたが、やはり留学生の参加が少なく、継続できなかった。
4.8　異文化交流イベント
　毎年ウェルカムパーティー（２回）、フェアウェルパーティー（２回）に加えて、次の交流イベ
ントのうち、最低２種類以上を企画実施しており、年間で６回以上の異文化交流イベントを開催
している。すなわち、バーベキューパーティー、忘年会、新年会、もちつき大会、花見、半田山
ハイキング、吉備路サイクリングなどの異文化交流イベントを行っているが、近年は学内関係者
からWAWA学生スタッフの企画・運営能力が低いとの指摘があるほどで、WAWA顧問として
は頭が痛い。なお、年に２回開催するウェルカムパーティーは00人を超える参加者があり、長年
予算不足に悩まされていたが（2）、岡山大学留学生協会との共催で実施することを条件に、2007年
度以降は大学から１回当たり５万円程度の補助金が支出されるようになった。
4.9　留学生支援ネットワーク・ピーチの活動支援
　留学生支援ネットワーク・ピーチは、ホームステイを希望する日本語研修生の要望に応え、ホ
ストファミリーの受け皿作りを主たる目的として筆者の一人である岡が中心になって200年度に
設立した緩やかな組織である。WAWAもピーチに加入しており、WAWAのリーダーがピーチの
会長を務めることになっている。WAWAのスタッフは、年に２回実施される週末型ホームステ
イに際して、ホストファミリー最寄りのJR駅まで日本語のできない留学生の付き添いを行う。ま
た、日韓理工系学部留学生の予備教育期間には、同学生と里親との顔合わせパーティーや予備教
育修了記念パーティーなどにも参加協力する。WAWAのリーダーは会長として年に４、５回開
催されるピーチ連絡会議に出席する。また、筆者の一人である安藤は202年度末までピーチの会
計を担当した。
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4.10　その他の支援・交流活動
（１）大学祭への出店
　WAWA設立以来、毎年、留学生と協力してエスニック料理の店「ラバンバ」を出店していた
が、2009、202、203年度は人手不足を理由に出店を取りやめた。なお、2006年度には出店で得
た利益をWAWAの関係者で分配しようとしたことから、全体ミーティングで議論となり、大学
祭への出店はボランティア活動の一環であることを再確認し、利益を会計へ繰り入れるという一
幕があった。
（２）イングリッシュカフェ、日本語カフェ等への参加
　2009年度以降、イングリッシュカフェや日本語カフェ等の活動にも参加するWAWA学生ス
タッフがおり、顧問としてはそのことを奨励している。しかし、中にはWAWA自体の活動には
あまり参加せず、そうした活動のみに熱心であるスタッフも一部存在し、手放しでは喜べない状
況にある。
（３）その他
　2002年度に留学生センター公認団体となって以来、同センターの主催する行事への協力をして
いた。例えば、日本語スピーチコンテストにおいては、受付・タイムキーパー・審査員として協
力した。
5.考察
　学内におけるWAWAの位置づけは、2002年に留学生センター公認団体となったことで確固た
るものとなり、2009年には長年の夢であった独立した活動拠点を与えられた。しかしながら、登
録者数はこの20年間横ばい状態であり、増えていない。WAWAの活動は全体的に見て、明らか
に後退しつつある。その原因には、外的な要因と内的な要因が関係している。
　外的な要因の第１として、文部科学省の大使館推薦国費留学生配置等にかかわる政策転換が挙
げられる。これにより、新入生受入れ支援、チュートリアル・サービスなどWAWAの柱となる
活動が中止或いは縮小・停滞に追い込まれている。外的な要因の第２として、学内環境の変化が
挙げられる。すなわち、イングリッシュカフェ、日本語カフェ等の留学生交流拠点の創設が
WAWAの存在意義を相対的に小さくしている。特に日本語カフェのオープンにより日本語サロ
ンの活動は大きな影響を受けた。
　内的な要因の第１として、ゆとり教育世代の学生が入学してきたことが挙げられる。ゆとり教
育世代の学生スタッフは、それ以前の学生と同質なボランティア活動を維持できなくなっている。
大学祭の利益を個人に分配しようとする発想はボランティア精神に反するものであるが、さらに、
近年は大学祭への参加そのものすら出来なくなっている。また、留学生家族のための日本語教室
は、毎回教案を作成して教えるという非常に地道な活動であるが、学生スタッフの確保が難しい。
さらに、内的な要因の第２として、主要メンバーの海外留学が挙げられる。2000年代前半には年
間１、２名であった海外留学者が2000年代後半以降漸増し、この数年はWAWAの活動の中心的
メンバー４、５人がEPOK制度や学部間交流協定などを利用して海外へ出て行っている。主力メ
ンバーが抜けることは、WAWAの日常的な活動にとって短期的にはマイナス要因となるが、中
長期的にはプラス要因であると考える。WAWAの活動を通じて海外留学を志し、グローバル人
材に育ってくれるからである。ちなみに203年夏にはリーダー以下４人が海外留学の途に就いた。
　筆者は設立2年目を迎えようとするWAWAに次の３つの選択肢を提案したい。
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（１）このまま国際センター所属団体として活動を続ける。
　この場合の最大の問題は、顧問教員の確保である。顧問はミーティングやイベントに参加し、且
つ、留学生支援ネットワーク・ピーチの運営にまで目配りをする必要がある。さらには、留学生
支援ボランティア実習科目の担当もあり、かなりの労力を割かねばならない。しかし、国際セン
ターでは改組や業務分担の見直しなどが頻繁に繰り返されており、腰を据えてWAWAの世話を
する教員の確保が難しい状況にある。
　また、来日時の受入れ支援態勢の再構築、チュートリアル・サービスの対象留学生の見直しと
募集方法の改善、日本語教室に関する広報活動の実施、異文化交流イベントを含めた年間活動計
画の策定、ボランティア養成講座のあり方の再検討など、今後の課題が山積みである。これらの
課題は、（２）（３）に共通するものである。
（２）校友会に所属する同好会・部として活動を続ける。
　校友会に同好会として届け出て、３年後を目途に「部」に昇格すれば、部室と予算が与えられ
る。200年秋にも、この問題がWAWA内部で議論されたが、この考えは否定された。その当時、
校友会所属団体となることを選択しなかった最大の理由は、WAWAの市民・他校生スタッフが
排除されるためである。
（３）イングリッシュカフェのスタッフとして活動を続ける（3）。
　イングリッシュカフェには担当教員が常駐しており、十分な活動スペースもある。この場合も、
市民・他校生スタッフの去就が問題となるが、一部の学生スタッフにとっては最も抵抗感のない
形である。ただし、WAWA本来の活動を維持することは困難であろう。
　このほかに、「留学生のまちづくり」事業を担当する地域総合研究センターのもとでの活動も考
えられるが、文部科学省の補助金事業としての「まちづくり」が204年度末で終了することを考
え合わせると、その後のWAWAの先行きは不透明である。
　顧問教員の確保さえ可能であれば、選択肢（１）がベストである。この場合、イングリッシュ
カフェとの棲み分け、すなわち、アジア出身の留学生を重点的に支援する方向に転換するなど、イ
ングリッシュカフェの活動との差別化を図ることが肝要である。
項　　目 内　容　の　変　遷 評価
１.WAWAの位置づけ 未公認団体（994～200年度）→公認団体（2002年度～） ○
２.独立した活動拠点 なし（994～2008年度）→あり（2009年度～） ○
３.登録者数 年度により凹凸はあるが、概ね横ばい状態 △
４.全体ミーティング 月１回（2000年度以前）→毎週（200年度～） ○
５.ボランティア養成講座 受講者漸減、開講回数激減（202年度～） ×
６.新入生受入れ支援 支援対象者激減、実質中止（20年度～） ×
７.チュートリアルサービス 支援対象者の激減、停滞気味（20年度～） ×
８.日本語教室 週１日に縮小（2008年度～）。但し、クラスレベルを多様化 △
９.日本語サロン（お話し会） 日本語カフェ等設置→参加者減、20年度前期で中止＊ ×
0.交流イベント 年６回程度企画実施。ほぼ横ばいで推移 △
.NWピーチ支援 200年度からホームステイ付き添い等、横ばい状態 △
2.その他：大学祭出店 994年度以来出店していたが、2009、202、203年度中止 ×
　　　　　　Eカフェ等参加 2009年度～ ○
表２　WAWAは20年間でどう変わったか
注１）WAWA関係資料より作成。
注２） 評価欄の○（良い）△（同じ）×（悪い）は、客観的データに筆者の主観を加味した総合判断で
あり、概ねWAWA設立後の0年間と比較した現在の状況である。
注３）日本語サロン（お話し会）は202年度後期に一旦復活したが、数回の実施で頓挫した。
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6.結び
　これまでの記述から明らかなように、現時点におけるWAWAの活動は他の国立大学が所管す
るボランティア団体に引けを取るものではないが、WAWAの設立時或いは0年前と比較すると、
その活動が量・質共に低下しており、その活動のあり方を根本的に見直す時期が到来している。
　203年３月発行の岡山大学広報誌『いちょう並木』には、リーダーの角山怜祐君（工学部２年
生）がWAWAの活動とともに２頁に渡って紹介されている。20年の留学生支援活動の歴史を持
つWAWAが留学生を取り巻く学内外の環境の変化に上手く適応し、新たな環境に即した留学生
交流・支援活動を積極的に展開していくことを期待したい。
注
（１ ）992年度～2008年度末に至るまで、独立した留学生相談室が設置されていたわけではなく、
便宜上、留学生相談指導担当教員の研究室を留学生相談室として兼用していた。
（２ ）例えば、2000年当時、校友会のサークルであるI・S・Aや生協学生委員会による国際交流
グループが活動していた。
（３ ）一般に985年生まれ以降が「ゆとり教育世代」と呼ばれており、同世代が大学へ入学する
ようになったのは2004年であるが、同世代が３年次に進級してWAWAの活動の中心的存在
となった2006年以降に様々な問題が噴出している（岡，2009：24－25）。
（４）協定校であるベトナムのダラット大学へ日本語の講師として赴任するためである。
（５ ）旧留学生センター指導部門の縮小・廃止は国立大学全般にみられる傾向であり、こうした
動きに対して、大西（200）、岡（20）、宮崎・岡（203）が危惧を表明している。
（６ ）鳥取大学から提出された承合事項（学生ボランティアの組織化を行っているか、行ってい
る場合は概要を教示し、関係規則等があれば提供願いたい）に対する52大学の回答内容を筆
者が整理した結果を示す。
（７ ）2006年７月27日開催の留学生センター定例教員会議における春名・副センター長の出張報
告による。
（８ ）文部科学省高等教育局学生支援課（2004：4）によると、2002年度には山口大学、愛媛大
学、徳島大学に、2003年度には鳥取大学、香川大学、高知大学に省令設置された。
（９ ）大使館推薦国費留学生の配置方針が地方大学に配慮したものから留学生の希望する大学へ
の配置に転換され、東大を始めとする大都市のトップ校に配置希望が集中するようになった。
また、従来は岡山駅までの旅費が支給されていたが、関西空港から自費となったことにより、
留学生宿舎への到着時刻の把握が困難となった。
（0 ）本学においては、留学生センター（現：国際センター）に半年間所属する日本語研修生に
は、チューター謝金制度に基づくチューターを配置できないため、ボランティアによるチュー
ターが必要である。
（ ）日本語サロンへ参加する留学生の多くは、来日直後の日本語研修生等の国費留学生と交換
留学生であったが、原則として前者は国際交流会館に、後者は桑の木宿舎に入居することに
なっている。
（2 ）2000年度までは岡山せとうちライオンズクラブの補助金により、ウェルカムパーティーを
開催していたが、同クラブの財政悪化に伴い補助金が打ち切りになった。このため、200年
度以降は新入留学生無料、在校留学生・日本人学生500円という会費では経費を捻出できず、
WAWAスタッフの手作り料理で大半を賄っていた。
－ 4 －
岡　　益巳・安藤佐和子
（3 ）イングリッシュカフェは、203年５月に「L－カフェ」と改称されたが、本稿では一貫し
てイングリッシュカフェを用いる。
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【資料：会則】
国際センター職員会議申し合わせ
岡山大学国際センター
留学生相談室所属留学生支援ボランティア
（趣旨と名称）
１. 岡山大学に在籍する学生及び市民で構成されるボランティアの協力を得て、留学生に対する
支援を充実させるとともに、ボランティア活動を通じ日本人と留学生との国際交流を促進す
るため「岡山大学国際センター留学生相談室所属留学生支援ボランティア」事業を実施し、本
事業実施団体を留学生支援ボランティア・WAWAと称する。
（活動内容）
２. １.に掲げる留学生支援ボランティアは、岡山大学国際センター主催または共催の国際交流
－ 6 －
岡　　益巳・安藤佐和子
事業等に参加協力する機会が提供されるほか、同センターから国際交流事業等に関する情報
を得て、自主的にボランティア活動を行う。
（ボランティア活動への登録者）
３.本学学生及び市民で、以下により登録した者を留学生支援ボランティアとする。
　　（１）　 ボランティア活動への登録は、岡山大学国際センター留学生相談室において行う。
　　（２）　ボランティア活動への登録は随時行い、その有効期限は次の通りとする。
　　　　１） 　本学学生：本学に学籍を有する期間とする。ただし、在籍身分に変更が生じた場合
は再登録する。
　　　　２） 　市民：登録時の年度末までとし、以後申し出により更新する。更新後後の登録期間
は３年とする。
　　（３）　所属、身分、住所等に変更があれば届け出る。
　　（４）　 ボランティア活動への登録者には「岡山大学国際センター留学生相談室所属留学生支
援ボランティア登録カード」を交付する。
（ボランティア活動の記録）
４. 実施したボランティア活動をボランティア室の「活動記録ノート」に記録して、活動の証明
とする。
（ボランティア養成セミナー）
５. 本センター留学生相談室は、「ボランティア養成セミナー」等を開いて、ボランティアを育成
する。　　
（事業の実施）
６. 本事業は岡山大学国際センター職員会議の承認に基づき、同センター留学生相談担当が行う
ものとし、事務局を留学生相談室内に置く。
７.登録者が次のいずれかに該当する場合は、登録を取り消す。
　　（１）　辞退の申し出があった場合
　　（２）　ボランティアとして不適格と認められる事態が発生した場合
附　則
１.平成4年４月４日　留学生センター定例教員会議にて承認
２.平成9年５月24日　国際センター留学生部門会議にて一部修正
３.平成24年９月3日　国際センター職員会議にて一部修正
